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I まえカ三き

昭和 28/'1' 6 月 26 1'11こ起ったとの地方乃大ぷ害に対する綜合調査の一翼として，土IiJJ'[， :1:壌

関係官líf"J を~111当して 9 11 12~14 日の 3 11 1B!現地訓査を行った。二1M杢lりJIHJが短かったために

きわめて皮相な観察をなしえたにとどまったが，一応訓査結果を取 1) 隈め報告する。

n i也況

今モ火災守の中心地である I"n司市が存{Iうする企救牛島は， 北から岩山 (159 m) ，八兆山 (182

m) ，桜!II::，風fmiIlj (362 m) ，戸ノ上山 (521 m) 等の低い辿山がやや弧状に走っている分ノtk~誌

があるつ その北西岡の地域を通初:表門司(関門海峡f!!u) ， iH東町.の地域を五円司(I!ijpjjì~lf!側)

と lげーんで、いる。 炎I"J i司には)!I.flili 山の北に三角山 093 m) ，長谷山 (141 rn) ゐよび，とぎれて

fþ:立山(104 m) :'.~;が分水嶺から支脈をなして {(.{I:する。 これらの山々の山/1えはな峻で，風(:!Ii

山を rí'心とする辿山は海岸紘から 1~1. 5km にせまし海山沿いに帯状のf!iかのJ円也が形成

さ Jしている。三Íi:オ:山と三J'fJ 山のIji[ ilJは扇状地;11予をなし，そとに旧門司市(門司港)があり，戸

ノ卜a山山麓[土 :2:Ji!ttな 11 i!J支斜面の Fにやや広い平地が仔点し，そこに新I "j司市何 (I"J司駅)があ

る。

(1) 土撰調査部土成肥料科長 (2) 土震調査部地質研究室
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第 1 図 調査二地区の地形図

京1111i司は山嶺と

km あり，その日日はt去やかな傾斜li'J i を

なし， Ll I裾は海岸まで達している。と

の山版は入りくんだ:(j:..t也'11予をもってい

-c ~行'r何度のゾミきな和[jかい複雑な地 11予

となっている(第 1 図参11の。

今1111の災害が最もはなはだしかった

区域は，三角山から市方の 274m 正:j

j也 i 乙五る).J!t\'i':ilí 山を rl:t ，らとした区.t.~で、あ

る。

II!地質

この地方の地211なよび地'ft構55は竹­

fJ;f '1三一1\:1) が詳細に報告しているよう

に， qt生碕，古生!腎が主体となってい

る。と ~l ら J也!吾を 1q!~r&ずる訟もな 1'{';f ﾎ 

Fig. 1 Topographical Map of Area s:Jrveyed. 
は w川淀川牟， 王長岩，砂fT，傑ff， が!l緑凝

歩ミギf!奇等で，とれらが1，:)斤をなし， -1tflC 子[茨岩を扶千j・している。さらにとれらの地防は非?;?

に複雑に摺rlhL あるいは l析肘で切られて p その ~~1判官には花尚岩類，閃緑芋f，扮ギ;ーなどがj止

入している。そのほか1\:1;分I'I"J に古第三紀貯が被覆し，松山J 100m 以下の所には決杭lj付:， f1n 

土也市，海岸沿いにはれ11f/i貯が分布している。

以上のほかに， 今lドい川H叶'1ド三!医T 斤らが;Vlð杢した示私が，'i，l_j

伝向J 岩岩-妻釘類I口:はi保架相)肝仔風化の様j川i川|を呈しているとと， ゐよぴ:'，lj ~Ul~f , 11 t !j:.居， 古第三紀Ilf ， 1日自治労1な

どの主計休の友!舌部 lととれら)，~'1':'f本とは異質の，花!i泊ギ fp イ i英粗削itf，粘板九!?等の畑、L化物から

なる比較的新実ljの水rfl( lf l::1'/i物肢が不整合iこ被覆している地域の多いととである。

とのノ'J， JJがflJ1t物容は， Ll I防地方の悔洋沿いに広く分布する禿t跡地， iff.'，巴林地でみられる二!:壊

の母+-i':j"1 とまn似L.， 1"]-の~1式で土佐伯したもので， 地塊が海侵ーを'乏けたfL'f ftにその上に主主ちlt

し，その伎の陀1ヒ作11) によって地支耐を能うにj~ったものとえ~l定される。

一方， との水成土佐積層は， 昭!吋 Ilî北東部の存権附近のf決議的にみられる赤色土を匹時ずる

地Jf千とーたEの関係にあるもので，風i:W山の 111 J百部附近にはとの地討し1コ茶店をなす赤い物質で汚

染された(rl(~)j+;I;~残:(y. L また，桜111:附近では花尚治体の表阪市が赤色に汚染されたものがみら

れ，さらに， Jf~川部落から門司市何に/11 る ill路の両側にも赤色ニ1:11'干の 2~3m Iこ建ずる断面を

みるととができる。
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第 2 図風師山地区の地質構造図

Fig. 2 Geological Profile of Mt. F�hi Region. 

とれらのノk成土fHH物Jけは，分水嶺附:i!l:ではほとんど

痕跡を残す利l主に残存するのみで，大部分はf4・5蛾リ枕

されているが， 千ê;~?;;j 200 m 附;止まではまだ広く残イt­

し，低位部には p とれらノ'1\成J:.1í:積物資のこ::-j~llí:積物と

，ELわれる:1:げが厚く士山去を躍っている (;β2 図参加)。

写真 1 は，赤色こ1:の cr廷の顕微読写真て、あるが，そ

の鉱物事II.lJ%は石英，風化した長石主ij ， ジ己 1 トjr，絹雲

母.，多少のi足タ〈様物ETなどがみられ，とれが赤色のj惨

状物質で'ì Ij染されている。 とのような鉱4物均勾~j宇判利':1川11υf成J戊主で，合

ま JれLる岩}ハ;

する母町l物作似向1]肋迫が:単一 fドほ;辻上rれ;司~iJのコ!風E武L化生成物でなしい、ととが判~定4ι c 
される。

IV 土 壌

写真 1 赤色オーの顕微鏡写真

Phot. 1 Microscopic constituent 

。f red soi!. x 50 

(quartz, sericite, feldspars , 
mudstone ete.) 

との地域の: 1:壌は，未熟:1:，赤色ニ[:，弱 Î('t:;・1'1:褐色森林:1: (Bじ型二U~O ，乾性作j色森林一 1 :の傾

斜地型 (Bλ211j土壊)等が分イIÎの大部分を Ilî めている。とれら土壌のほかに裏川可側には泊潤

'l'l:fIJ色森林:1: (Bll 会よび Bn' 型: 1:壌)が小区域ざとに点在しているのが認められるが，表["J

立H!!IJでは渓布附;止の1:壌がう、[èi]の)1\持で流失しているので， との: 1:壌はほとんどJ泌められな

し、。

赤色ゴ:

とのこ1:壌は目羽に記述したように，比較的tm1=Jlのノ'Ju，J(士11:積物!併と術接な関係をもってゐり，

ー右，大政， Z巳I3両氏むよび、三位~1íの 1 人が北陸地方で‘化石赤色J: と認定した赤色のこ1:壌とかな

りお{似した傾向をもっている。したがって，との地域での分布様式も相当複雑であるととが想定



-326- 林業試験場研究報、告第 69 号

されるが， /;-1 11 1の制査では奴時 I1 のため分，引をと図示するととができなかった。ただ，分イji Jコ柁~

1MI句な1tril ，'rJ として， ).旦.li':llîrI j NU (付!向 2CO~250 m) fí付;止カミら向山Í' (イ;;jî， îl~;j 80 m) 肝心立にわた

る 1 1\ 1のほとんど全域に散布しているほか，ととに事1"J i ijの j [IJ也古1; に広〈イ(-{f.するととが認めら

j しる。

との土JJ主の形態的な4:，\'1立は，一般に認められている赤色土の場合と IriJ様に行機物ほ CA，，)必

よぴ夫尉 (A) の発注がJ立Î; <, -l干iili Ao 肢のうち F ， H h千を欠き， A I母はlO cm 未満で有

機物によってややぷlX~色 iこ汚染されている。 B!lfは帯件j赤色で，雌を多く混入しているものが

多い。 また， f交線Iì'f，Jj止の?と尚~Hkl-_の赤色:1:は，傑の混入が少なく，色も魚下車r:色を呈してい

る。

その iまか，一般にとの地域J)赤色 1:はきわめてllr'Cftで，阜県状俳ii!? の発注ーが顕符で‘ある。

未熟士山

との:l:峻は夫n'IÎf;，}仙を''kけやす L 、店;11去な山阪会よひ:校机間近の ft[ì斜 n'rÎ等に多く見交けられ

る ω 迦常A肘はきわめてi:J!_1.. 、か，あるいは欠除している。 BI訴はやや赤li，j;のある IIJJ ，':;)い武制色

を呈し， }i(1:ï'lで竪県状桃山ーが発lli し，乾燥町二f:壊の様相を呈している。

アカマツ林ドでは ， jミ)ぽに多少申1I1 'l;v::lJ(fTI~浩(loose granular structure) が発注して，漸.;J~

BA ~~!土壌に移行ずるような形態を示すものが多くみられる。

Bc 型土壌はせ1吃性外j色森林J:)

とのこ[:擦は， jJJ滝沿いにカシ，シイ， タプ等が出生するとの地土，-j，li! イfの林+11 をと保っている林

分 lごのう~!定したこL:壌として現われている。

V 災害の様相

今問の i見守のiI止もはなはだしかったととろは， 三f(j山から市の 274m ~;日也に j~ る}9i.\(:I!i 山を

rjl心とした区域で，とのド tì毎日弓jkから主主î\';j 75m まーでの 111!の帯状の地域に術集している rlJ 向

上也が促ソrJ'\， j:/[[没ゐよぴ倒壊等の被詐をと被った。 すなわち，夫I"JI司での災害の様相は， Li I )J立岩:

斜阿の崩落，沢紡の縦位蝕が主なもので， 市滝沢 I-_Néfilíのんきな斜n'IÎ ]lH ì存p その他山地部iに乙〈

まな〈起つたノづ小jト、さな5刻':'1- 1げ凶i'Ii hiJî'落与などによるゴ土:千行/-7流イ斑t カが:川士地也也山"点l

しい，標慎高 5印Om 附近Jの)J地也形変移部 ε扇J状I伏友幻iにこ拡が iりj 流下下.し， 附近のU住ミ宅を倒壊した。 また， 一

方，標高 200m 以下の孤立した小UI の周辺や，起伏の多い地形をと12f通ずる道路や，学校の);liJ

闘にある i7N，znJi， 崖のある場所友どには地とり的な崩壊が多しとれらの押し11\ しこ1:砂が下方

にある住宅地に侵入して，家屋主沿子よび

裏門司 Iに乙 I聞f古可rÎする斜面は，槙高 150~200 m 附近の山腹部に去居会IJ離や地とり的な崩壊が多

い。との種の崩落を起しているととろはほとんど、が赤色:1:の筒所で、あって， 規模は小さいが裏

門司地区のほとんど全域にわたっている(写真 2， 3 参!!日)。
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写真 2 裏門司松林の崩蒸

Phot. 2 Landslide of reJ soil. (Uramoji) 

;裏門1了]地区で:'1，止もんきな被害をもたらしたのは，風

f,riiWl 裏の士Ii!.J，ik1告の:J:l包と 1) 的な崩壊である。ここの災害

様相は， 1晃宇干のー1-3\:[\で:f:干îNcが起って谷JjJ'j J)縦臼O~tが

はなはだしく 1Iわれたが，全体として谷勾配が絞L 、の

でNiJl'， f:1沙は n庁川に Pî J:jt干支して， 結~ir:j 100 m 以ドに

写真 3 赤色土の崩落(白木沢上流)

Phot. 3 Slide slope of red soil. 

(Riv. Siraki) 

ある貯水池， jllf);:，出耕地の一部を坦il没し，込家の段水，倒壊などをひき起した。

しかしながら，長門司i也区は夫['1，，-]地区，])ように人家が調税でないので，被"作としてはよヒ絞

的少ない。

\I考察

1. :J:LiJ.!ltむよぴ、JIi!.J[ヲと災害の関係

前に li己速したように，との地域の地引はきわめて複雑でよ良行の極知が異なし摺曲もはなは

だしく，花i品治家!の遊入ゐよび断居

等で生じたN!(砕1\'[\が各所にある。と

のような本慌の IJi注射化が芸区!となっ

ている崩壊や，清滝沢のように花尚

治と減収岩の接触郊に谷が発注ーして

いる場合には，破砕部を強〈位・Íl1t し

ているとともに谷斜耐の崩壊を活発

している場合などがある(写真 4 参

!!の。

また，見逃してならないことは，

写真 4 清滝上流の崩壊

Phot. 4 Gulley erosio口 of Kiyotaki. 
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似if'，j 200m 以 Fの地1))(1こ残イf・ずるよじ較的;i#r しいノ加点l[l:Ut!f'lljll"fと， その二火士fHH物などの'1'1:

状，イ子定位世と現地形との関係等が，災4f?に対し℃深い関係をもっているととでるる。すなわ

ち，赤色土を合む水y，J)f~rMW1'fvコ '/"1:状は，他の~~t休に比べて詳しく軟弱であれ坑引という

よりは土底的な性民ーをと強くもっているとと U:壊学(1"J'I'1:'{'("については後で述べる)， また，と

の水)J:lOl~積物居の1H)，千にあたる峨Wr (巨視的にはレンズ状をなして;I~~Ti休にのっている)の)，主

治体にのっている位世が， 現地'11';;の変J多'ifl; (衣門司で1j;'~t:j 50~100 m , 一点門司で:g支出j 100~ 

150m) より上L方にあるとと， さらにそ oつ基院をなす雌111-は地下水の滞水股となって L 、るが，

多量の降雨があった場合には地下水位の_I:昇と gl:設な視点現象を起す性貨をもっているとと等

である。とのような 2 つの性状と 111'砧位世の不安定さが!Ti:砲して，本J.-h Icl:位の軟弱なllHl'i物

が押し!甘され崩壊しp あるいはえきくほ白休の士山とり (I"J な崩訴を起して，災守の~íW，1 をなして

L 、るものと解される現吹を各)íJjでみることができる。

二火:l:1f'.積物宕は， 11~N:の比較的安定した位世にあるが，とれも Jfr [1休の性状がきわめてìFk剥

であることと，多量J)降H:î に|捺してはド位)音との境』問日に異常14?ノ1，íi'! Îを生じ，比較的作易 lて士山

とり現象を起し，とれまた災特の一切をなしているものがl認められる。

~)j ， との地域の地11';は桜雑で干争解!主も大きいので，沢のイ't-irlLlIÎ• ドの狭自な部分で|二万から

流ドした土ーイ Jは一時的にJ-I足きとめられ，ある紅白集制してから収きとめ問所の破壊によって突

発的に山津波の様相で沈下したと二rj-えられる場合がかなリ多い(写真 4 参!!日)。

とのような考えを主付ける現決は各川でみるととができる。 たとえば， (1木沢_I j在ハ介流

l .i., jj!fìì奄ー I:NL 黒7Hf_l jnc のf);'I，;:';j 210 m 附近の渓!キとを，Jilli~の変移，'，\i，[í付近などで， jtF斜而に残イlえす

る樹木の樹皮が地支から1.5m くらいまで、?オUl'd :1i少によって似つけられ，また 3m くらいま

で?刊j己が~~=j{T している現設などがそれである。

このような堰!とめ現象を起す問所の下方には， 7qi二辿 _.u工申込に近し、谷筋がみられ， i美山由.は J，主

写真 5 葛葉川の崩壊

Phot. 5 Erosion of Riv. Kuzuha. 

れが時呈して，判長 If-.め問所とともに

こ1:イ[の土11:耐を欠いている(写真 5 参

!!の。

とれらの流ドした:1:干一日夜は，下位

の扇4犬A也でう子11i](し，ノトさな土也7fん桔J

木1洋，地W'IJ，'>!与し叩 'lni~}-物の影響によっ

て存易にi;，fëll1tを変え，あるいは堆積

して人家に下皮fi~"_:をむよ l:fしている

(写真 6 参}!F) 。

2. :1:出たよびその時材料と崩壊

の関係
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ま 7こと À1-らこ[: 

ように '1'(，州'[がー I九'Ij tI，にほとんど法透

していなし、ので，支店近くの粘土JJ翌

買の団:{:，r:化作川(aggre~ation) が

この止也J戎 Jj ブ、 ~'I:I) シトを I-Iî める未去在;土

が乏しいの

段じたよちピ赤司色:[:は， ともに上越の

院を構成する-/:1:1・付ん: [;Jj琴氏一日休にも

凝川目: (coagulation) 

m 

ほとんど認められや，

で， ;J，に対する分1jjc/'J:がきわめて大
写真 6 葛葉川の崩壊と転石

Phot. 6 Erosion of Riv. Kuzuha. このようなれ:fi向は赤色土l刻、?きい。

しカミも，と.I lらの:UNはきわめてi[i{ïtで、るるために，乾:t5Í~a寺にははなに強いもののようである。

はだしく l摂怖であるが， -nf~と水すると膨if\U し， MJ'JJiにドロドロになる ftíi[日]が強い，したがって，

そのあとにもその以jÎJに長時 FI5ミE続した降雨によって土壊がlJIðif\U l_.." 今j tI1Jう災特:1与の場合!主，

たらされた一時に多量の降雨のためにこれらのこf:擦が崩落し押し!甘されたものと J7えられる υ

山
U

，
a
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Jj て3. 

今同の uと得に閣するその他のJJ;l凶としては，

人r1の榊加するにしたがって1tff~;:/.miJ) _ ['.Jjに迩1ft.し，また，ドイ古:ヱ|勺日部の ltî街土也l 土，\
目
』
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U ilJ誌の辺:奈/.[1山こ ~T'1(!，t{[I[， :.JH古'jWl等[):也の di:. fl.ff~(~そにふさわしくない:[:士也手IJ J[Jが行わh ，

とれが山 !Y\Z崩壊の誘l人|をなしたこと。

過去の乱伐で森林が夫われるとともに地支n'riが荒されて， : [:壌が4-rfm.~化していると)
 

-
1
 

-1 

/
t、
、

と。

また，込山 Fには不完全な/fJ\r1 iの発注にどってj長谷ド1"/í.])帆が人為的に狭められ，、
、
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il;f渠が多いこと。

など古:あ lずら IIる。

今後の対策l
 
l
 
v
 

その方面Jコ W/"J市í/"J J);V，'~在日が記述すると f与えるので子'jìll任治 fLI ， i台ノ'TCCijfについては，l. 

すゐ。

地支1tfJコ品芯，伊~J'{T Iこ対する科学的な検討

特に詑声î 80~250m の il iJにイ子在ずるノ'k成1[1必'f~'l'JJ討の

2. 

今同の災害に対する地的14ぷJ-' うち

�)ij i存がJr主も Æ裂であるとJ5:られるので，今後の対策ると佑Jてるためには との7]\成土IHW物1討の分

イli，居のりさ ， J母序の+1'，\;成状態， +:上材Jコ別学(J"l'I'U't wの究 IJJjを必裂とする。

3. 浩林計画
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山地1'J'líJ):f:士山 f;f~全ー I二はとの地}jr，I ， 1 千jの χfiiが[生て、あるイス， タブ， クス p シイ干の常緑広.~~

松lt.f:-c:'~ilわれることが望ましいが， [)i~は全般(I"J I吋げJ:で !t今9~11\(II.H'IJ，[も必く，また間々の臼仙

の;μ押iや，現たまで・の :[:J也-m'J:1i!.のふゆきとどき等のためもあって昨思化しているので，白然 iこ

同イîH利|に復帰させるととは 1.-k1!YHfで、ある。また，スギ，ヒノキ手経済林を力11叫、した林分を首!;成

するととも p 現仰の [)j~条1'1:では全地域にわたってはほとんど不 "J能 IcJU:いのご，アカマツ，

クロマツ 1'*のiliJ点に主体を会き，肥料水の出+11'[が望ましい。

:[:控条111ーのよじ1則1'']良好なととろはクヌギ， カシ走J1:-庄のがf炭林ililえが巧えられる。また，都 ili

の卜.鞍部にはin当相の 1:{;'9+1こ 11:林を liL:~;I:::}l!1&ーするととが望ましい。

女献

竹原平一: 地質学雑誌 531， p. 1J 90 , (1937) 

Nobuyoshi HM'IID[()'J' O , Masasl:1i KTllAC11T: Geology and SoiI 

R岳sumé

The writers investigated into the cause of the fIood of Moji district in June 
1953. It is possible to Iist the causes of flood as foIIows: 

1) The heavy rainfaII after the Iong rainy days. 
2) The destructive use of the mountain sides. 
3) The complex topography and geology. 
4) The special soiI property. 

Along the seaside of the Straits of Kammon ranges the very steep mountain 

side. The streams run swift forming narrow vaIleys. 
The bed rocks of the Iarge portion of this area are the alternation of sIate, 

quartzite, sandstone, conglomerate and t:chaIstein of Paleozoic and Tertiary sysｭ
tems. These partiaIIy encIose Iimestone and are penetrated by granite. The 
contact zone of these rocks are very complex, but the fold aIso develops weII. 
Moreover, it is interesting that regolith is quite different from the parent materiaI 
underIying bed rock. It is assumed that the regolith depositec1 Iong time ago 
(such as Pliocene 01" Pleistocene) under the sea. 

The regolith is the parent materiaI of the red soiIs distributing 羽.ridely in 
this area. The rec1 soiI is a kinc1 of “ fossiI soiI" not affected by the present 
cIimate. The propeτty of this sJiI is very easy to disperse and coIIapse when 
wet und巴r long rainfalI. The eroded soiIs anc1 stones are once pooled at the 
neck point in the vaIIey forming temporary dams. When the dams coIIapse, the 
mud and debris fIows increase their kinetic energy. Thus, muc1 flows with 
many Iarge roIIing stones spread on the fans destroying houses and and human 
Iives. 

One of the future conservation plans is to caηY out planting of pine trees. 
The native ever green trees can not grow weII on the account of the devastated 
unmature soiI. 


